
 

 

平成３０年第６回横手市議会１２月定例会 

一 般 質 問 要 旨 

 

 

■ 一般質問の日程 

平成３０年１２月３日（月）～５日（水） 本 会 議 
   

                      ※午前１０時、開会の予定です。 

 

■ 一般質問の順序 

期日 順番 議席番号 議  員  名 質問区分 頁 

３日 

１ 11 番 立 身 万千子 議 員 一 括 １ 

２ ２ 番 髙 橋 和 樹 議 員 一 括 ２ 

３ 24 番 土 田 百合子 議 員 一 括 ３ 

４ １ 番 本 間 利 博 議 員 一 括 ４ 

４日 

５ 13 番 菅 原 正 志 議 員 一問一答 ５ 

６ ７ 番 奥 山 豊 和 議 員 一問一答 ６ 

７ ９ 番 播 磨 博 一 議 員 一問一答 ７ 

８ ３ 番 山 形 健 二 議 員 一問一答 ８ 

５日 

９ ５ 番 青 山   豊 議 員 一問一答 ９ 

10 10 番 鈴 木 勝 雄 議 員 一 括 10 

11 12 番 菅 原 亀代嗣 議 員 一 括 11 
※質問区分の説明 

一  括・・・「一括質問一括答弁方式」の質問方法で、議員が質問項目すべてを演壇で一括

して質問し、その後、執行部（市長や教育長など）が演壇でその質問項目に

対して一括して答弁を行います。再質問は、議員は質問席で行い、執行部は

自席で答弁します。 

一問一答・・・「一問一答方式」の質問方法で、議員は質問席から１つの質問項目ごとに質問

し、執行部は自席から答弁を行います。 
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１．【１１番 立身 万千子 議員】（一括質問一括答弁） 

 

人口減少社会と向き合い、市民共同自治体を具現化させてまちづくり

を進めるために。 

 

１．横手市における人口動態と予測について 

１） すでに進んでいる少子高齢化の現象が、2025 年さらに 2040 年にどう予測されるか問

う。 

 

 

 

２．これまでの市の地方創生施策について 

１） 各施策の進捗状況と中間総括を問う。 

 

 

２） そこから考えられる、今後の方向性を問う。 

 

 

 

３．今後の課題の具体策について 

１） 共助組織・地域協働推進研究会等、市民参加の先進例に学び、さらに発展させるため、

総務省による集落支援員や地域おこし協力隊の募集を再度提案するがどうか。 

 

 

  ２） 各地区の人口１％増を目指すことを提案する。そのためには、地区の公民館あるいは

交流センター単位で市職員を配置し、住民の活動を最前線でサポートすることが重要と

考える。従って将来的な組織展望として、地域局における人員配置を重視する必要があ

ると考えるがどうか。 
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２．【２番 髙橋 和樹 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．横手駅東口における市街地再開発事業について 

１） ９月議会での答弁から３か月経過しているが、その後の進捗状況について伺う。 

 

 

２） 市長の考えている「にぎわいの創出」とは何なのか。また、それを可能とする公益施

設とはどんな施設なのかを改めて伺う。 
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３．【２４番 土田 百合子 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．組織機構改革について 

１） 市民生活部と健康福祉部は市民にとって最も身近な窓口である。「市民福祉部」とし

て一本化する方向性が示されているが、効率性を重視し、機能の集中を行えば市全体と

しての行政サービスの低下や活力の低下を招くのではないか。 

 

 

  ２） 地域包括支援センターの職員配置について。 

      健康福祉部に地域包括支援センターが設置されているが、介護保険と高齢者福祉の

計画では、平成 29年 10月の横手市の高齢化率は 35.9％であり、７年後には 40％を超

える見込みである。一部地域ではすでに高齢化率 40％を超える状況にあり、高齢者の

みの世帯、一人暮らし等の支援についても課題が山積している状況にある。今後の地

域包括支援センターのあり方や、専門職の社会福祉士・主任ケアマネージャー・保健

師等の配置の不足が懸念されるが、市の考えを伺う。 

 

 

  ３） 地域局のあり方について。 

      地域局は、市民の最も身近な存在であり、相談窓口である。防災の視点からも必要

不可欠であり、維持していくことを考えるのであれば、これ以上の人員削減は避けな

ければならないと考える。地域局のあり方についての見解を伺う。 

 

 

 

２．中学生海外派遣事業について 

１） これまで、５・６年生を対象に行われてきた外国語教育は、今年度から対象を拡大し、

３・４年生も外国語活動が始まっている。国際化が進む中で、広い視野とともに異文化

に対する理解を深めるため、一般家庭のホームステイ経験や現地の学校の生徒たちとの

交流を図る海外派遣事業の考えについて伺う。 
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４．【１番 本間 利博 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．横手公園スキー場の廃止について 

１） 横手市財産経営推進計画（ＦＭ計画）において、横手公園スキー場の検討はどのよう

に行われたか伺う。 

 

 

  ２） 横手市のスキー場の機能を天下森スキー場に一本化するための検討内容について伺う。 

 

 

 

２．園芸振興拠点センターについて 

１） 「よこて農業創生大学校」の事業実施にあたり、横手市の農業振興のために専修学校

が必要と考えるが所見を伺う。 

 

 

  ２） ６次産業化支援の具体的な取り組みについて伺う。 
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５．【１３番 菅原 正志 議員】（一問一答） 

 

１．地区交流センターについて 

１） 事業実施・検証の現況について伺う。 

 

 

  ２） 今後の課題について伺う。 

 

 

 

２．非常勤職員の処遇について 

１） 官製ワーキングプアを生む懸念はないのか伺う。 

 

 

  ２） 同一労働、同一賃金への考え方と実態とのバランスはどうなっているのか伺う。 

 

 

  ３） 平成 32 年度導入に向けた会計年度任用職員制度の取り組みについて、以下の点につい

て伺う。 

    ①総数、職種の見通し。 

 

    ②給与・休暇など処遇面の見通しや、正職員との違いはどうなるのか。 

 

    ③財政負担はどうなるのか。 

 

    ④条例提案の見通し。 

 

 

 

３．公平委員会について 

１） 委員会が具体的に機能しているのか伺う。 
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６．【７番 奥山 豊和 議員】（一問一答） 

 

１．「平成 31 年度組織機構再編方針」に込められた市長の政治姿勢につ

いて 

１） 今後の地域局体制と市民協働のあり方について。 

この度の組織機構再編に当たり、第一案として「地域局を廃止する」方向性が唐突

に示されたことからも、現在の市政運営には、現場を軽んじている印象を受ける。地

域の特性を活かしながら市民と共に協働のまちづくりを進めていく上で、本庁と地域

局における人員配置や予算と権限のあり方をどのように考えているか。 

あわせて、拠点となる庁舎整備の方向性を踏まえたグランドデザインを問う。 
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７．【９番 播磨 博一 議員】（一問一答） 

 

１．横手市の災害対応について 

１） 昨年 7 月豪雨の際の対応について検証作業を行ったと思うが、その結果について伺う。 

 

 

  ２） しっかりとした災害ごみ処理計画が必要と思うが、検討の状況について伺う。 

    ①あらかじめ仮置き場を想定しておく必要があると思うがどうか。 

 

    ②分別はどこまで行うのか。 

 

    ③便乗ごみ対策はどうなるのか。 

 

 

  ３） 災害情報の収集、伝達について伺う。 

    ①スマートフォンを利用して市民から災害情報を提供してもらうシステムを構築しては

どうか。 

 

    ②防災ラジオの事業評価はどうか。 

 

    ③長時間停電時の情報伝達はどうなっているか。 

 

 

  ４） 被災農地の復旧状況について伺う。 

    ①被災農地の箇所数と復旧状況。 

 

    ②未復旧農地は再生可能なのか。 

 

    ③農地の荒廃が地域の衰退につながると危惧するが。 

 

 

  ５） 孤立想定地区への対策について。 

    ①現時点で想定される集落数、世帯数、人数、児童・生徒数はいくらか。 

 

    ②市として災害時の対応はどのようにしているか。 

 

    ③可能性として帰宅困難児童・生徒が出ることが予想されるが、その対応はどうか。 
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８．【３番 山形 健二 議員】（一問一答） 

 

１．新電力による公共施設の経費削減について 

１） 他の自治体では、電力自由化による新電力の導入で大幅な経費削減を実現しているが、

横手市ではどうか。 

 

 

２） 現在の電力会社との契約状況と庁舎や市が所有する施設の年間電気使用料は。 

 

 

３） すでに導入されている所があればその効果。 

 

 

４） 今後の導入予定は。 

 

 

 

２．消防団員の報酬について 

  １） 個人支給にするべきでは。 

 

 

 

３．地域おこし協力隊について 

  １） 検討のその後を伺う。 
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９．【５番 青山 豊 議員】（一問一答） 

 

１．自主財源について 

１） 楽観できない財政状況の中で、各施設の維持管理や整備等の市民要望に応えていくた

めには、あらゆる発想で自主財源を生み出していくことが重要だ。自主財源確保におけ

る方向性を伺う。 

 

 

 

２．よこて農業創生大学事業について 

１） ＪＡ秋田ふるさととの「園芸作物振興に関する連携協定」の具体的取り組みの中で、

就農支援による人材育成をどう図っていくのか伺う。 
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１０．【１０番 鈴木 勝雄 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．農業振興施策等対策を問う 

１） 産地交付金への嵩上げについて伺う。 

 

 

  ２） 土壌改良等への支援について伺う。 

 

 

  ３） ＪＡ分析センターへの市の対応等について伺う。 

 

 

  ４） 30 年度産米減収について、市の対策を伺う。 

 

 

 

２．健康増進法の取り組みを問う 

１） 受動喫煙防止対策のための施設整備等について伺う。 
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１１．【１２番 菅原 亀代嗣 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．横手市財産経営推進計画（ＦＭ計画）について 

１） 平成 28 年度から今年度末まで減少した建物の延床面積を伺う。 

 

 

  ２） 平成 28 年度から今年度末まで増加した建物の延床面積を伺う。 

 

 

  ３） 個別施設のＦＭ計画について伺う。 

 

 

  ４） ＦＭ計画の中での耐震化について伺う。 

 

 

 

２．横手駅東口第二地区市街地再開発事業について 

１） 公共施設を設けない場合。 

 

 

  ２） 庁舎を建設する場合。 

 

 

  ３） 公営住宅を建設する場合。 

 

 

  ４） 市民プールを建設する場合。 

 

 

  ５） どのような図書館を建設したいのか伺う。 

 

 

３．アリーナ等の広域連携について 

１） 由利本荘アリーナとの連携について伺う。 

 

 

  ２） 県南自治体との広域連携について伺う。 
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平成３０年１２月定例会日程予定【会期１６日間】 

 

―――  本 会 議   午前 10 時開会予定です・傍聴できます ―― 

◇１１月２７日（火） 〔開会〕議案上程 ほか 

◇１２月 ３日（月）  一 般 質 問 

◇１２月 ４日（火）  一 般 質 問 

◇１２月 ５日（水）  一 般 質 問 

◇１２月１２日（水）   委員長報告 ほか  〔閉会〕 
  ― 傍聴席は本庁舎７階です ― 

 

―――  委 員 会  ――― 

    ◇１１月２７日（火） 一般会計予算特別委員会 

    ◇１２月 ６日（木）～７日（金） 

 各常任委員会、 

  一般会計予算特別委員会分科会 

    ◇１２月１２日（水） 一般会計予算特別委員会 

 

 

 

 

 

 

横手市のホームページにあります、 

 議 会 のコーナーをクリックしてください。 

本会議録画・会議記録・市議会だよりを 

いつでもご覧いただけます。 

 

◇ 横手市議会事務局 ◇ 

〒013-8601 横手市中央町８番２号 （横手市役所 本庁舎 ６階）  

 TEL：0182-32-2535  FAX：0182-32-6539 

E-mail：gikai@city.yokote.lg.jp 

 

 
横手市議会マスコットキャラクター 

“しらとり議員” 


